
１．日銀の金融政策
への警鐘

為替相場、国債相場の
動きは従来の「異次元
の金融緩和」が限界で
あることを示している。
我々は、市場の警鐘に
真摯に耳を傾け、その
信頼を失わない適切
な金融政策を講じな
ければならない。

Phase Ⅰ

正確な現状認識
Phase Ⅱ

新しい金融政策
Phase Ⅲ

金融政策の正常化

3.「異次元の金融緩和」は
修正すべき

４．長短金利操作
（YCC）の一層の

柔軟化

2.(1)日本経済への影響
「異次元の金融緩和」が
日本経済に物価高騰・

悪い円安をもたらしている

2.(３)地域経済への影響
① 地域金融機関の

収益力低下と
リスク資産の増大

② 物価高による
中小企業の経営悪化

金融政策の正常化、
悪い円安・物価高騰の克服
（賃金の上がる経済へ）

7.日銀保有国債の
安定的な処理

8.日銀保有ETFの
安定的な処理

5.政府・日銀の
共同声明（アコード）の

見直し

2.(２)国家財政への影響
「異次元の金融緩和」による

利払い費の抑制で
財政規律が弛緩している

6.長短金利操作
（YCC）の撤廃

「新しい金融政策」の実現に向けた改革工程表


